
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

令和４年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

今後の取り組み 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 中沢小学校を核とした郷土愛育成・地域活性化事業 

事業主体 

（連絡先） 

中沢イルミネーション実行委員会 

駒ヶ根市中沢４０３６番地１（中沢公民館内 TEL：0265-83-5125） 

事業区分 （３）教育・文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 １，６５２，４２０円（うち支援金：１，２３９，０００円） 

① 活動の継続的な展開 

② イルミネーション観覧者 

・夏まつり参加者の増加 

③ 郷土愛醸成と人材育成 

 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・夏まつりへの参加者が目標より

も１．５倍増加 

・イルミネーション飾りつけ作業

の参加者が前年度の２倍増加。 

増加 

【中沢小イルミネーション】 

 

 【目標・ねらい】 

 

 

①支援金を活用してイルミネーション備品一式を購入 

することができ活動の継続的な展開が可能となった。 

②中沢の夏まつりの際は目標の１．５倍の参加者数があ

り、広く地域住民の方々にイルミネーションをお披露

目することができた。また、お盆期間も点灯すること

により、帰省者にも見てもらうことができた。 

③イルミネーション飾りつけ作業には、子どもたちの主

体的な参画もあり、前年度より２倍の人数で作業を実

施した。当活動を通して子どもたちと地域の方々との

交流も生まれ、子どもたちの郷土愛醸成や将来を担う

若者の人材育成につなげることができた。 

 

 少子高齢化が進む中、子どもたちを中心に郷土愛を育

み、中沢地区の将来を担う人材育成につなげるため、中

沢小学校を会場としてイルミネーションで飾りつけ、夏

まつりを実施。飾りつけ作業時には子どもたちや地域の

方々と協力しながら、高所作業車などを活用して校舎や

立木などを立体的に飾りつけ、地域を明るく元気にする

活動を展開した。 

・イルミネーション点灯：７月下旬～８月中旬 

・中沢の夏まつり開催：８月６日 中沢小学校校庭 

           中沢区民６００名参加 

 

 今後もイルミネーション点灯やイルミネーションを活用したイベントを継続的に開催すること

で、新たな中沢地区の目玉として定着させていき、地域活性化につなげていきたい。 

 また、引き続き中沢小学校を核として、地域の多様な団体と連携を図りながら活動を展開する

ことで、子どもたちの地域活動への主体的な参画を促しながら、郷土愛を醸成し、中沢地区の将

来を担う人材育成に取り組む。 


